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新幹線地本は、2020 年８月５日、東京八重洲の貸し会議室で大

井事業所と三島事業所の諸問題の解決に向けて、新幹線メンテナン

ス東海株式会社（ＳＭＴ）と団体交渉を開催し議論しました。 

組合は新型コロナウイルスの感染により通常の清掃作業に消毒作業が加わったので、作

業時間の確保や要員を増やすことを要求しましたが、会社は問題ないという見解でした。

害虫駆除剤で白く汚れた窓ガラスの清掃等については、現状を把握することになりました。

マスクの配布については、会社が着用を指示しているので、マスクと消毒液は会社が用意

すると回答しました。 

出向組合員の労働条件改善に関する申し入れ 
 

組合は年休が取得出来ないのは適正な要員が確保されていないのが原因であると主張し

ました。会社は、夜勤事業所は要員がいるが、日勤事業所は要員が足りていない状態であ

る。自社のホームページやバイクルネクスト（求人広告）を使って募集を行っていると回

答しました。 

 

＊他にも多くの問題点についてＳＭＴと議論を行いました。内容については別途明らかに

していきます。今後も諸問題の解決に向けてＳＭＴ会社との交渉を推し進めていきます。 


